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小・中学校体験入学小・中学校体験入学小・中学校体験入学
１年生になったら…１年生になったら…

　
五
年
生
と
年
長
児
が
す
で
に
総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
交
流
を

行
っ
て
い
る
小
学
校
で
は
、
五
年
生
が
先
生
役
と
な
っ
て
の
模
擬
授
業

や
ペ
ア
で
の
校
内
探
検
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
年
生
と
の
交
流
で

は
、
登
下
校
や
勉
強
時
間
、
掃
除
や
給
食
な
ど
の
「
学
校
ル
ー
ル
」
を

聞
き
ま
し
た
。
最
後
に
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
初
め
て
の
給
食
を
経
験
し
、

半
日
の
小
学
校
生
活
を
満
喫
し
た
年
長
児
た
ち
。
気
分
は
す
っ
か
り
ピ

カ
ピ
カ
の
一
年
生
で
し
た
。

　
中
学
校
で
は
、
ま
ず
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
全
学
年
の
授
業

を
見
学
し
ま
し
た
。
先
輩
た
ち
が
数
学
や
英
語
な
ど
の
授
業
を
受
け
て

い
る
様
子
に
興
味
津
々
で
し
た
。
続
い
て
岡
教
諭
、
箕
浦
教
諭
に
よ
る

数
学
と
音
楽
の
模
擬
授
業
。
先
生
の
質
問
に
、
六
年
生
は
ど
ん
ど
ん
手

を
あ
げ
て
自
分
の
考
え
を
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
こ
の
体
験
入

学
い
ち
ば
ん
の
楽
し
み
で
も
あ
る
部
活
動
見
学
。
全
員
で
吹
奏
楽
部
の

演
奏
を
聴
い
た
あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
興
味
が
あ
る
部
の
活
動
場
所

に
行
っ
て
見
学
し
ま
し
た
。
入
学
ま
で
あ
と
一
月
。
り
り
し
い
制
服
姿

が
楽
し
み
で
す
。

　２月１５日に中学校、２３日に小学校で、それぞれ「新１年生」の体験入学がありました。２９名の６年生、
２４名の年長児は、先生や先輩たちから学校生活についての話を聞いたり、模擬授業や給食、部活動見学
などでひと足早い１年生気分を味わいました。・・・小さな不安や緊張が、大きな期待と自信へと少し形を
変えた一日。春はもうすぐです。

～保・小・中のスムーズな接続のために～
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　消防法の改正により、平成２３年５月３１日ま

でに住宅用火災警報器については、すべての住宅

への設置が義務付けられています。

　火災予防と設置啓発を図るため、昨年１１月に

江府町消防団、江府町女性消防隊において住宅用

火災警報器設置アンケートを町内全世帯で実施し

ました。

　アンケートの結果（回答率　７２％）、町内の設

置率は２０パーセントであり、全国平均の５８.４

パーセントを大幅に下回る結果となりました。

住宅用火災警報器設置についての平成２２年１１

月３０日現在のアンケート結果（抜粋）は以下の

とおりでした。

　住宅用火災警報器設置義務化まで３か月となりました。住宅用火災警報器の設置は大切な命
を住宅火災から守るためです。また、火災を早期に発見することで、初期消火や通報等の行動
が早まり、近隣への延焼被害も軽減できます。「自分の財産、生命を守る」ためにも設置しま
しょう。
　住宅用火災警報器について詳しくは、江府消防署（電話番号７７－２００１）又は、役場総
務課（電話番号７５－２２１１）にお問い合わせください。

【問】既に、火災警報器を設置されていますか？【問】平成２３年５月３１日までに、火災警報
　　器の設置義務化があることを知ってい
　　ますか。

▲地域を巡回してアンケート調査を行う女性消防隊員

一部設置している　
8%

設置している
20%

まだ設置していない
43%

回答無
29%

設置している 一部設置している

まだ設置していない 回答無知っている

知っている
61%

知らなかった
11%

回答無
29%

知らなかった 回答無



45

　
二
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
、
早
稲

田
大
学
の
学
生
男
女
五
人
が
江
府
町
の
研
究
、
研

修
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
研
究
、
研
修
の
始
ま
り
は
、
あ
い
き
ょ
う

（
安
達
商
事
・
安
達
享
司
社
長
）
が
「
移
動
販
売

車
で
の
訪
問
販
売
と
同
時
に
、
高
齢
者
の
見
守
り

支
援
」
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
テ
レ
ビ
、
新
聞
を

通
じ
て
早
稲
田
大
学
の
学
生
が
知
る
と
こ
ろ
と
な

り
、
江
府
町
に
興
味
を
持
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

す
。

　
早
稲
田
大
学
の
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
昨
年
の

六
月
に
二
名
で
最
初
に
来
町
。
今
回
が
、
二
度
目

の
訪
問
に
な
り
ま
し
た
。
民
間
企
業
の
地
域
で
の

か
か
わ
り
の
研
究
、
研
修
に
加
え
、
新
た
に
町
が

各
集
落
で
行
っ
て
い
る
「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
や
高

齢
者
世
帯
へ
の
訪
問
に
も
随
行
し
、
研
究
、
研
修

を
深
め
ま
し
た
。

　
二
月
十
八
日
に
は
、
県
、
町
、
安
達
商
事
の
み

な
さ
ん
の
前
で
今
回
の
研
究
、
研
修
の
成
果
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
二
回
目
と
な
っ
た
早
稲
田
大
学
の
学
生

の
研
究
、
研
修
は
、
江
府
町
が
正
式
な
学
生
の
研

究
、
研
修
地
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
段

階
で
は
、
学
生
有
志
の
研
究
、
研
修
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
研
究
、
研
修
は
、
江
府
町
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
と
考
え
ら
れ
、
早
稲
田
大
学
の
正
式
な
研

究
、
研
修
地
と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
二
月
二
十
二
日
、
日
輪
閣
で
倉
吉
農
業
高
等
学

校
野
菜
ク
ラ
ブ
の
生
徒
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
大

山
ス
イ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会
が
宮
市
集

落
の
栽
培
農
家
、
関
係
機
関
を
集
め
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
「
幻
の
ス
イ
カ
と
い

わ
れ
る
大
山
ス
イ
カ
を
現
代
の
栽
培
技
術
で
復
活

さ
せ
、
再
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
し
た
い
」
と
い
う

目
的
で
平
成
二
十
一
年
か
ら
取
組
み
が
ス
タ
ー
ト
。

宮
市
の
森
　
千
津
枝
さ
ん
が
種
子
提
供
を
さ
れ
た

こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
接
木
栽
培
に
使
用
す
る
台
木
の
種
類

に
よ
る
生
育
や
食
味
の
比
較
や
、
品
種
保
存
を
目

的
と
し
た
自
家
採
種
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
成
果

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
過
去
二
年
間
の
活
動
成
果
を
踏
ま
え
て
、

宮
市
地
内
に
お
け
る
試
験
ほ
場
の
設
置
な
ど
栽
培

技
術
に
関
す
る
研
究
と
合
わ
せ
て
、
特
産
品
化
に

向
け
た
取
組
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
域
と
学
校

の
交
流
活
動
に
よ
る
活
性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
一
月
に
倉
吉
市
で
開
催
さ
れ
た
鳥
取
県
農
業
ク

ラ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
に
お
い
て
、
倉
吉
農

業
高
等
学
校
野
菜
ク
ラ
ブ
の｢

大
山
ス
イ
カ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト｣

は
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
八
月
に
鳥
取
市
で

開
催
さ
れ
る
中
国
大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
さ

れ
ま
す
。

　
二
月
六
日
、
柿
原
活
性
化
施
設
で
毎
年
恒
例
の

新
春
お
茶
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
茶
会
は
、

平
成
六
年
の
「
う
る
お
い
の
あ
る
村
づ
く
り
」
事

業
を
き
っ
か
け
に
冬
季
の
ひ
と
と
き
を
和
や
か
に

過
ご
し
、
語
り
合
う
目
的
で
始
ま
り
ま
し
た
。
　

　
こ
の
日
も
お

子
さ
ん
か
ら
大

人
ま
で
約
三
〇

人
が
集
ま
り
、

お
茶
の
作
法
を

学
び
な
が
ら
、

世
間
話
に
華
の

さ
く
、
楽
し
い

ひ
と
時
を
柿
原

集
落
の
皆
さ
ん

は
、
過
ご
し
ま

し
た
。

　
二
月
二
十
一
日
、
江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー

で
、
日
本
海
新
聞
社
主
催
に
よ
る
ふ
る
さ
と
大
賞

受
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
地
域
貢
献
賞
を
江
府
町
消
防
団
第
一

分
団
の
み
な
さ
ん
が
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
章
を
チ
ロ

ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な
さ
ん

が
受
賞
。

　
江
府
町
消
防
団
第
一
分
団
は
、
第
二
十
二
回
全

国
消
防
操
法
大
会
ポ
ン
プ
車
の
部
に
お
い
て
、
全

国
優
勝
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
消
防
操
法
の
技
術
向

上
に
努
め
、
町
民
の
暮
ら
し
の
安
全
、
安
心
の
確

保
を
図
り
、
町
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
江
府
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
は
、
第
四
十
回
鳥
取
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
日

野
郡
予
選
で
初
優
勝
を
す
る
な
ど
、
各
種
の
地
方

予
選
を
勝
ち

抜
き
、
日
野

郡
代
表
と
し

て
選
抜
少
年

野
球
下
松
大

会
等
数
々
の

上
位
大
会
に

出
場
し
た
こ

と
が
評
価
さ

れ
て
の
受
賞

と
な
り
ま
し

た
。

　
平
成
二
十
二
年
度
に
計
画
さ
れ
た
「
ほ
っ
と
サ

ロ
ン
」
は
、
二
月
二
十
三
日
、
本
町
一
丁
目
公
民

館
で
行
っ
た
の
を
最
後
に
、
の
べ
七
十
六
回
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
度
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
地
域
で
元
気
に
生
活
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
閉
じ
こ
も
り
や
転
倒
予
防
の
た
め
に
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
三
月
一
日
、
町
長
室
で
、
江
府
町
総
合
計
画
の

審
議
会
（
小
椋
和
美
会
長
）
よ
り
平
成
二
十
三
年

度
か
ら
五
か
年
で
実
施
す
る
第
四
次
江
府
町
総
合

計
画
「
後
期
分
」
に
対
し
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
二
年
か
ら
平
成
二
十
三
年
に
か
け
て

の
年
末
年
始
と
一
月
中
旬
の
二
度
、
山
陰
地
方
を

襲
っ
た
豪
雪
は
、
江
府
町
に
大
き
な
爪
あ
と
を
残

し
ま
し
た
。

　
本
町
を
通
る
国
道
四
八
二
号
線
は
、
雪
崩
れ
の

危
険
性
が
あ
る
と
し
て
二
月
二
十
八
日
現
在
で
も

不
通
の
状
態
が
続
き
、
江
府
イ
ン
タ
ー
と
蒜
山
イ

ン
タ
ー
の
間
を
無
料
通
行
区
間
し
て
対
応
す
る
な

ど
道
路
交
通
に
影
響
が
で
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
住
宅
へ
の
被
害
も
大
き
く
、
雪
解
け
と

と
も
に
被
害
の
数
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
豪
雪
緊
急
支
援
金
制
度
を
設
け
、
み

な
さ
ん
の
災
害
復
興
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
二

月
二
十
八
日
現
在
、
七
件
の
交
付
申
請
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
豪
雪
緊
急
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課

（
電
話
番

号
七
五
―

二
二
一
一
）

ま
で
お
問

い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

審議会（小椋会長：右）から答申を受け取る
竹内町長（左）

受賞式の様子
（チロルジュニア江府スポーツ少年団のみなさん）

研究発表する倉吉農業高等学校の生徒のみなさん
（江府町日輪閣）

お茶会を楽しむ柿原のみなさん

豪雪の被害を受けた住宅
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障
害
の
種
類
等

身
体
障
害
者
手
帳

（
記
載
等
級
）

両
下
肢
機
能
、
体
幹
機
能
、

移
動
機
能

一
級
又
は
二
級

心
臓
機
能
、
じ
ん
臓
機
能
、

呼
吸
機
能
、
膀
胱
機
能
、

直
腸
機
能
、
小
腸
機
能
、

免
疫
機
能

一
級
又
は
三
級

　
不
在
者
投
票

①
身
体
に
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
が
、
郵
便
等
に
よ
る
投

票
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
選
挙
管
理
委

員
会
に
申
請
し
、
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

1.
江
府
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

2.
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
を
お
持
ち
の
　

　
方
で
、
左
記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

　3.
介
護
保
険
被
保
険
者
証
に
要
介
護
五
と
記
載
さ
れ
て

　
い
る
方
。

②
鳥
取
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た
病
院
、
老
人
ホ

ー
ム
等
に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
場
合
は
そ
の
施
設
内

で
投
票
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
直
接
施
設
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

③
江
府
町
選
挙
人
名
簿
の
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
江
府

町
以
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
も
よ
り
の
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
（
投

票
用
紙
及
び
投
票
用
封
筒
の
交
付
手
続
き
が
必
要
で
す
。
）

④
鳥
取
県
知
事
選
挙
及
び
鳥
取
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
、

選
挙
権
を
有
し
、
県
内
の
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
は
、

転
出
先
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
は
、
江
府

町
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
投
票
の

前
に
戸
籍
窓
口
で
証
明
を
受
け
、
投
票
の
際
に
証
明
書

を
提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
期
日
前
投
票

選
挙
期
日
前
で
あ
っ
て
も
選
挙
期
日
と
同
じ
方
法
で
投
票

で
き
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
期
日
前
に
投
票
で
き
る
事
由（
理
由
）は
？

①
選
挙
の
当
日
、
仕
事
、
学
業
、
地
域
行
事
の
役
員
、
本

人
又
は
、
親
族
の
冠
婚
葬
祭
に
従
事
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
と
き
。

②
用
務
又
は
事
故
の
た
め
、
そ
の
属
す
る
投
票
区
の
地
域

外
に
外
出
・
旅
行
・
滞
在
が
見
込
ま
れ
る
と
き
。

③
選
挙
の
当
日
、
出
産
、
手
術
等
に
よ
り
歩
行
が
困
難
で

あ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
と
き
。

　
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

期
日
前
投
票
は
、
選
挙
告
示
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日

ま
で
の
間
、
午
前
八
時
三
〇
分
〜
午
後
八
時
ま
で
で
す
。

鳥
取
県
知
事
選
挙

　
三
月
二
十
五
日
（
金
）
〜
四
月
九
日
（
土
）

鳥
取
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
四
月
二
日
（
土
）
〜
四
月
九
日
（
土
）

　
期
日
前
投
票
の
場
所

期
日
前
投
票
所
は
、江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
一
階
で
す
。

　
期
日
前
投
票
の
投
票
方
法

①
期
日
前
投
票
所
に
あ
る
宣
誓
書
に
事
由
（
理
由
）
を
書

い
て
提
出
し
ま
す
。

②
投
票
用
紙
を
受
け
取
り
、
候
補
者
名
を
記
載
し
ま
す
。

③
投
票
用
紙
を
直
接
、
投
票
箱
へ
投
票
し
ま
す
。
期
日
前

投
票
の
完
了
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
江
府
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
電
話
番
号
七
五
ー
二
二
一
一
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、一
定
の
事
由（
理
由
）が
あ
れ
ば
、投
票
日
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
投
票
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
、投
票
日
ま
で
に

あ
ら
か
じ
め
投
票
す
る
に
は
、不
在
者
投
票
と
期
日
前
投
票
が
あ
り
ま
す
。当
日
、投
票
で
き
な
い
人
は
不
在
者
投
票
と
期
日
前
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。
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●期　日　平成23年3月25日（金）　　●場　所　該当者の皆様がお住まいの集会所

　国民健康保険被保険者証は、３月３１日で期限が切れますので、次の表のとおり受け取りをよろしくお

願いします。また、国保該当者で７０歳以上７５歳未満の方は、国民健康保険高齢受給者証に記載してあ

ります「一部負担金の割合」が３月３１日で変更となりますので、被保険者証と合わせて受け取りをよろ

しくお願いします。

　該当者の皆様及び該当の家族以外の方で、依頼されて受け取られる方は、係が持参する受領書に氏名及

び印かんを押していただきますので、必ず印かんをご持参ください。

　なお、後期高齢者医療被保険者証（平成２３年４月１日時点で７５歳以上の方）をお持ちの方は、今回

の更新の該当ではありませんので、ご注意ください。

集落名 配布時間 集落名 配布時間 集落名 配布時間 集落名 配布時間

本町一丁目

本町二丁目

本町三丁目

本町四丁目

新町一丁目

新町二丁目

本町五丁目

大　　　満

小　江　尾

久　　　連

9:00～9:30

9:40～10:00

10:10～10:40

10:50～11:10

11:20～11:40

13:30～13:50

14:00～14:30

14:40～15:00

15:10～15:40

15:50～16:10

深　山　口

日　の　詰

尾 之 上 原

池　の　内

武　　　庫

宮　の　前

半　の　上

荒　　　田

下　安　井

洲　河　崎

9:00～9:20

9:30～10:00

10:10～10:40

10:50～11:20

11:30～11:50

13:30～13:50

14:00～14:30

14:40～15:00

15:10～15:40

15:50～16:10

御　　　机

美　　　用

栗　　　尾

小　　　原

杉　　　谷

下　蚊　屋

助　　　沢

佐　　　川

柿　原　下

柿　原　上

笠　良　原

9:00～9:30

9:40～10:00

10:10～10:30

10:50～11:10

11:20～11:40

13:30～14:00

14:10～14:30

15:00～15:30

15:40～16:00

16:10～16:30

17:00～17:20

宮　市　原

宮　　　市

貝　　　田

大河原下

大河原中

吉　　　原

西　　　成

袋　　　原

一　　　旦

新　　　道

9:00～9:30

9:40～10:00

10:10～10:40

10:50～11:10

11:20～11:40

13:30～14:00

14:10～14:30

14:50～15:10

15:40～16:00

16:10～16:30

この被保険者証・受給者証をお持ちの方が
更新となります。
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下水道施設の運営には多額の町費がかかっています。
公共の財産として大切に使用していただきますようお願いします。

おむつ、布類、
ゴム手袋

総　務　課 ７５－２２１１
企画政策課 ７５－３３０５
町民生活課 ７５－３２２３
議会事務局 ７５－３３０７

農林産業課 ７５－３２２２
産業振興室 ７５－３２２２
農業委員会 ７５－３２２２
建　設　課 ７５－３３０６

役　場

山村開発センター（１階）

福祉保健課 ７５－６１１１
福祉事務所 ７５－６１１１
診療所医科 ７５－２０５５
歯科口腔外科 ７７－２３４５

教育委員会 ７５－２２２３
図書館・公民館 ７５－２００５

総合健康福祉センター

７５－２７０４

子供の国保育園

７５－２６２４

明 道 児 童 館

７５－３２２９

総 合 体 育 館

７５－３２３０

老人保健施設あやめ

防災情報センター

水に溶けるもの以外は流さないでください。
　紙おむつ、タオル、下着などの布類、ゴム手袋などを流さないでください。
　処理場や中継ポンプの故障の原因になっています。
　ティッシュペーパー、トイレ清掃用シート、赤ちゃんのおしり拭きには、ト
イレに流せる物と流せない物の２種類がありますので、取扱いには注意してく
ださい。
台所のゴミは流さないでください。
　台所から出る野菜クズ、残飯などを流さないでください。よく水切りをして
「可燃ごみ」として出してください。
てんぷら油やサラダ油の廃油を流さないでください。
　排水管内で石けんと油が化合して固まり、詰まりの原因になるだけでなく、
処理場の機能にも悪影響を与えます。
　紙か布にしみこませて「可燃ごみ」として出してください。
髪の毛は流さないでください。
　排水口に髪の毛を流すと、排水管が詰まるだけでなく、処理場の機能に悪影
響を与えます。こまめに取り除いてください。
　詳しくは　役場建設課（電話番号７５－３３０６）までお問い合わせください。

　町内のみなさんの電話が「ひかり電話」の場合、役場関係への電話は、電話番号の前に「５」をつけ
ることで通話料金が無料となります。
○ひかり電話同士の場合、かける番号は、　５－７５－○○○○　となります。
○一方が、ひかり電話でない場合は、つながりません。
○ひかり電話で役場総務課にかける場合は、５－７５－２２１１とかけてください。
○詳しくは、２月下旬に区長さんを通じて配付しましたチラシをご覧ください。
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平成２３年度日程が下記のとおり決まりました。最寄の会場で注射してください。
補足日を設けていますが、都合により日程の合わない方は、動物病院で注射してください。
新規登録も同日行いますので、予防注射と併せてお越しください。
　予防注射が受けられるのは生後９１日以上の飼い犬となりますので、登録のみの場合は役場福祉保健課
へお越しください。
　詳しくは、役場福祉保健課（電話番号75－6111）までお問い合わせください。

※動物病院等で注射される方へ。
　● 注射料金は同じです。病院で交付される狂犬病予防注射済証・注射済票
　　交付手数料（５５０円）をもって役場福祉保健課へお越しください。

【当日のお願い】
　●お釣のいらないようお願いします。
　●犬の状態を事前に確認してください。（状態により接種が出来ません）
　●犬に責任が持てる方が連れてきてください。（大人しい犬でも当日、暴れる場合があります。
　●鑑札及び注射済票(２２年度)を必ず犬に着けてお越しください。(狂犬病予防法第４条３・第５条３）

月日 時　　間 場　　　　所 １頭あたり
の料金

注　射　料
注 射 済 票
登　　　録
計

鑑札再交付
ＤＬケース
犬マーク

新規登録
（登録と注射）

３，０００円
５，９５０円

無料

２，４００円
５５０円

８０円

登録済み
（注射のみ）

２，９５０円
１，６００円
２１０円

４月６日

（水）

１３：２０～１３：３０

１３：４０～１３：５０

１４：００～１４：０５

１４：１０～１４：２０

１４：２５～１４：３５

１４：４５～１５：００

１５：０５～１５：１５

１３：２０～１３：３０

１３：３５～１３：４０

１３：５５～１４：０５

１４：１５～１４：２０

１４：３０～１４：３５

１４：４５～１４：５０

１５：００～１５：１０

１５：２０～１５：３０

１３：００～１３：２５

１３：４０～１３：４５

１３：５５～１４：００

１４：０５～１４：１０

１４：１５～１４：２０

１４：３０～１４：４０

１４：５５～１５：０５

１５：１５～１５：４０

下 安 井 会 館
荒 田 会 館
洲 河 崎 会 館
新 道 会 館
武 庫 会 館
池 の 内 会 館
尾 之 上 原 会 館
宮市構造改善ｾﾝﾀ ｰ
宮 市 原 公 民 館
下 蚊 屋 集 会 施 設
小原体験交流施設
美用地区都市農村交流施設
御机多目的集会施設
杉 谷 活 性 化 施 設
貝 田 会 館
明 道 館
下 大 河 原 公 民 館
吉 原 活 性 化 施 設
西 成 公 民 館
袋 原 公 民 館
柿 原 活 性 化 施 設
佐 川 会 館
江府町総合健康福祉ｾﾝﾀｰ

（補足）
6月8日（水） １３：１０～１３：３０ 江府町総合健康福祉ｾﾝﾀｰ

● 平成23年4月1日から、市町村を窓口とする定期引取日は、廃止と
な　りました。
● やむを得ず引き取りを希望される場合は、西部総合事務所又は日
野　総合事務所へ連絡をしていただきますようお願いします。
　　　　西部総合事務所生活環境局（tel:0859-31-9322）
　　　　日野総合事務所福祉保健局（tel:0859-72-2032)

４月７日

（木）

４月８日

（金）

狂犬病について
●狂犬病に感染した動物に咬まれ、唾液中
のウイルスが体内に侵入することで感染し
ます。●狂犬病は人も含むすべての哺乳類
に感染し、発症すると筋肉のけいれんやマ
ヒなどを起こし、最後は呼吸障害等の症状
により、ほぼ100%死亡します。
●人の場合、一旦発症してしまうと効果的
な治療法はありません。

狂犬病予防法について
●犬を飼い始めたら、30日以内に役場福祉
保健課窓口で登録をしましょう。（生後90
日以内であっても登録はできます。）
●犬の所有者はその犬について厚生労働省
の定めるところにより、狂犬病の予防注射
を毎年1回受けさせなければならないと定
められています。

罰則規定
●登録をしていない、又は鑑札を着けなか
った場合、20万円以下の罰金に処せられます。
●飼い犬に狂犬病予防注射を受けさせてい
なかった場合、又は注射済票を着けなかっ
た場合、20万円以下の罰金に処せられます。
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日野郡
男女共同参画
連絡会

日野郡
男女共同参画
連絡会

鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ 

少
年
少
女
野
球
教
室

　
二
月
二
十
七
日
、
運
動
公
園
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
鳥
取

キ
タ
ロ
ウ
ズ
を
招
い
て
の
野
球
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ
は
、
山
陰
唯

一
の
硬
式
野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と

し
て
二
〇
〇
五
年
十
二
月
に
発
足
。

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
大
会
へ
出
場
す
る

か
た
わ
ら
、
少
年
野
球
教
室
開
催

や
高
校
生
と
の
合
同
練
習
な
ど
の

地
域
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
教
室
に
参
加
し
た
の
は

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア

江
府
、
江
府
中
野
球
部
の
部
員
を

は
じ
め
と
す
る
四
十
名
の
球
児
た

ち
。
春
を
感
じ
さ
せ
る
陽
射
し
の

下
、
キ
タ
ロ
ウ
ズ
の
選
手
た
ち
の
言

葉
や
動
作
を
真
剣
に
見
聞
き
し
な

が
ら
熱
心
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
開
講
式
に
続
き
、
早
速
教
室
の

始
ま
り
で
す
。
小
学
生
も
中
学
生

も
ま
ず
は
基
本
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

か
ら
。

　
「
投
げ
方
は
も
ち
ろ
ん
、
捕
球

の
仕
方
や
次
に
投
げ
る
ま
で
全
て

の
動
作
、
リ
ズ
ム
が
大
切
！
。
」

　
次
に
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
に
わ
か
れ
、

フ
ォ
ー
ム
の
チ
ェ
ッ
ク
や
試
合
を
想

定
し
た
動
き
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。
キ
タ
ロ
ウ
ズ
の
み

な
さ
ん
は
、
実
際
に
動
き
な
が
ら

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
わ
か
り
や
す

く
指
導
さ
れ
ま
す
。

　
「言
わ
れ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
で
き
る

の
は
す
ご
い
ね
。
う
ま
く
な
る
よ
」

　
「
基
礎
体
力
を
つ
け
よ
う
。
あ

れ
？
足
が
あ
が
っ
て
な
い
ぞ
！
」

　
「
ボ
ー
ル
を
よ
く
見
て
！
」

　　
ひ
と
通
り
練
習
が
終
わ
る
と
、

チ
ロ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
と
の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、

選
手
へ
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
交

流
し
、
野
球
教
室
は
終
了
。
参

加
し
た
四
十
人
は
、
き
っ
と
そ
れ

ぞ
れ
が
何
か
を
つ
か
ん
だ
こ
と
で

し
ょ
う
。
新
シ
ー
ズ
ン
の
活
躍
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
二
月
二
十
日
、
日
野
総
合
事
務

所
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鳥
取
県
の
委
託
事
業

「
ま

ち
を
元
気
に
す
る
女
性
塾
」
に
よ

り
、
日
野
郡
三
町
の
男
女
共
同
参

画
連
絡
会
で
島
根
県
女
性
セ
ン

タ
ー
等
へ
研
修
に
出
か
け
た
際
の
報

告
会
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、

江
府
町
か
ら
も
十
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
『も
う
一
歩
～
踏
み
出
そ

う
私
か
ら
　
つ
な
が
ろ
う
あ
な
た

と
』
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
達
の
住

む
町
を
好
き
で
、
そ
の
よ
さ
を
見

直
し
み
ん
な
が
繋
が
っ
て
地
域
を
元

気
に
し
た
い
と
熱
い
思
い
で
集
ま
っ

た
み
な
さ
ん
は
、
和
や
か
な
中
に

も
活
発
に
意
見
を
交
換
し
、
会
場

は
終
始
、
熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま

し
た
。

　
会
の
冒
頭
に
各
町
か
ら
研
修
の

感
想
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に

概
略
を
紹
介
し
ま
す
。

島
根
県
女
性
セ
ン
タ
ー
の
方
の
講

演
で
男
女
共
同
参
画
の
言
葉
が
重

い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
印
象
に

残
っ
て
い
る
。
た
し
か
に
ち
ょ
っ
と

構
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

暮
ら
し
の
中
で
今
ま
で
し
な
か
っ

た
こ
と
で
お
互
い
が
助
け
合
う
よ

う
に
な
る
の
も
ひ
と
つ
。
ま
た
、

み
ん
な
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
れ
る
よ

う
に
と
言
わ
れ
た
が
、
自
分
で
や

り
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を

切
り
出
し
た
人
が
リ
ー
ダ
ー
に
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
そ
う

思
う
と
な
か
な
か
口
に
出
せ
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
っ
た
。
「
男
は

し
ゃ
ん
と
せ
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ

と
を
従
来
言
わ
れ
て
き
た
が
男
だ

か
ら
、
女
だ
か
ら
で
な
く
み
ん
な

が
自
発
的
に
い
ろ
ん
な
こ
と
に
参

画
で
き
る
と
よ
い
。
（
女
性
）

私
は
、
家
事
な
ど
は
し
な
い
ま
ま

会
合
に
出
か
け
ら
れ
る
が
、
女
性

が
出
る
た
め
に
は
家
事
を
終
え
て

か
ら
に
な
る
。
最
近
は
イ
ク
メ
ン

な
ど
の
言
葉
も
あ
り
家
庭
内
の
共

同
作
業
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い

る
が
、
私
の
世
代
で
は
で
き
て
い

な
い
の
が
現
状
。
ま
ず
、
家
庭

内
で
女
性
が
出
か
け
や
す
い
環
境

を
つ
く
り
、
さ
ら
に
一
緒
に
参
画

で
き
た
ら
よ
い
と
思
う
。
（
男
性
）

球
春
到
来
！

鳥
取
キ
タ
ロ
ウ
ズ 

少
年
少
女
野
球
教
室

日野郡
男女共同参画
連絡会

～研修報告会～
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　私は、1928年生れの83歳の後期高齢者です。今

年の「たんぽぽ学級」の主テーマが「高齢期の人権」

と聞き、自分自身の問題として参加しました。夜

の講座で足下が暗く、毎回の出席は出来ませんで

したが、私にとってとてもいい勉強になりました。

　第1回の竹内町長の「人権尊重のまちづくり」の

講座では、目標に向かって何が出来るか考え、ど

んな小さな一歩であっても、まず踏み出してもら

いたいと熱く語られました。地域包括支援センター長の藤森史子氏からは、江府町の高齢者の現状や、介

護者の支援状況を詳しく資料に数値を上げての説明でした。年々介護者は増加し、今後の課題について民

生児童委員協議会との連携活動により、要介護の支援のため、親身になってお世話なさっている姿に感謝

の気持ちでいっぱいです。明徳学園の講座でも、県の人権アドバイザーの大下修一氏より「いきいきと生

きるための高齢者について」高齢者の国連五原則の講義でした。自立、参加、ケア、自己実現、尊厳の五

原則について、わかりやすく具体的なお話に、生きる勇気をもらいました。各々の講座の後で「たんぽぽ

学級だより」や町報に受講生の意見や要望や感想がきちんとまとめられ、参考になりました。ありがとう

ございました。

－私の「たんぽぽ学級」振り返りシートー

1．参加について
　たんぽぽ学級、小地域懇談会、明徳学園、公民館講座、老人クラブ等、いろいろの交流の場があります。

高齢者同志や世代の違う人たちとの交流を通して人と人とのつながりの輪をひろげ、明るく生き生きと高

齢期を過ごしたいと思いました。

2．自立について
　自分の体力と能力に応じた生き方を工夫し、住みなれた自分の家で、地域や家族に助けられながら趣味

を生かし、家族の中での役割を果たしていきたいと思いました。

3．ケアについて
　老人ホームや、病院で過ごすことになっても、地域や家族に助けられ、プライバシーと人権を大切にし

た生活がしたいと思いました。

4．自己の実現
　自分の趣味を生かして、地域や家族に喜んでもらえる役割を果たしたい。花壇づくり、パッチワーク、

書道、生け花など。

5．尊厳について
　アルツハイマー型認知症の患者になったら、地域や家族に温かく見守られ、本人にストレスをかけない

ように接し、本人の尊厳を大切にしてもらいたいと思いました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ペンネーム：純泉】

　
町
で
は
、
毎
月
第
二
水
曜
日
の

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で
、
防
災

情
報
セ
ン
タ
ー
で
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三

年
度
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
▲
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
日
及

び
人
権
週
間
期
間
中
に
お
け
る
開

設
日
で
す
。
）

　
●
　
四
月
十
三
日

　
●
　
五
月
十
一
日

　
▲
　
六
月
　
一
日

　
●
　
七
月
十
三
日

　
●
　
八
月
　
十
日

　
●
　
九
月
十
四
日

　
●
　
十
月
十
九
日

　
●
　
十
一
月
九
日

　
▲
　
十
二
月
七
日

　
●
　
一
月
十
一
日

　
●
　
二
月
　
八
日

　
●
　
三
月
十
四
日

　
町
の
み
な
さ
ん
の
身
近
な
人
権

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

小
さ
な
こ
と
で
も
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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【
学
習
支
援
活
動
】

■
江
府
小
学
校
三
年
生
　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
（
体
験
活
動
）

　
小
原
集
落
で
管
理
さ
れ
て
い
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園
に
出
か
け
、
集

落
の
方
と
一
緒
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
体
験
を
し
ま
し
た
。
集
落
の

方
か
ら
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
作
り
の
苦
労
話
な
ど
も
聞
き
、
地
域
の
こ
と

を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
江
府
小
学
校
四
年
生
　
社
会
科
（
地
域
学
習
）

　
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
詳
し
い
方
を
講
師
に
招
き
、
普
段
は
見
落

と
し
が
ち
に
な
っ
て
い
る
学
校
周
辺
の
遺
跡
な
ど
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
地
域
に
つ
い
て
の
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
校
お
助
け
隊
で
は
、
今
年
度
、
読
書
支
援
以
外
に

も
二
十
二
回
の
支
援
活
動
を
行
い
、
延
べ
五
十
八
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
来
年
度
も
、
学
校
支
援
活
動
を
推
進
し
、
子
ど
も
達
や
学
校
と
地
域

の
皆
さ
ん
の
結
び
つ
き
を
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局
　
七
五
―
二
二
二
三

Hello there,

Well, February is just about over and it seems that spring is here. I am glad to see the

cold weather fading away and can't wait to get back outside again. The month has been

pretty uneventful but still fun. I am enjoying my time at the school and the find it

interesting to see the different practices of the students and teachers as the end of the

school year draws near. In America the students tend to get very excited when the year

is winding down because, in most places, they get the summer off. There is a big

difference in testing practices as well. In the U.S. junior high school students don't have

to take tests to get into high school. Seeing the students here stress over their

impending examinations reminds me of how I felt when graduating high school. I hope

they can all go on to the schools of their choice.

やあ、みなさん。

さて、２月も終わりかけ、春が来たような感じがします。寒い天気が次第に遠のくのがわかるのが

うれしく、戸外に戻れるようになることが待ちきれません。今月は特に変わったことはありません

でしたが、相変わらず楽しかったです。学校で過ごす時間は楽しく、学年末のため、生徒や先生た

ちのいつもとは違う様子を見るのも興味深く感じています。アメリカでは年度末に近づくと生徒た

ちは落ち着かなくなる傾向があります。なぜなら、たいていの場所では夏季休業になるからです。

テスト勉強についても同様に大きな違いがあります。アメリカでは中学生は高校に入学するための

テストは受けなくても良いのです。ここの生徒たちが差し迫った入試にプレッシャーを感じている

のを見ると、自分が高校を卒業するときに感じた気持ちを思い出します。彼ら、彼女らが皆、自分

の選んだ進路に進めることを祈っています。

　
小
学
校
、
中
学
校
で
は
、
三
学
期
も
残
す
と
こ
ろ
二
週
間
と
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
今
年
度
の
ま
と
め

と
、
進
級
・
進
学
の
準
備
に
、
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
学
校
お
助
け
隊
で
は
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
四
月
か
ら
様
々
な
学

校
支
援
活
動
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
各
月
の
「
学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り
」
で
、
そ
の
活

動
の
一
端
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
年
間
の
ま
と
め
と
し
て
、
そ
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
環
境
整
備
】

■
江
府
小
学
校
　
藤
棚
の
補
修
作
業

　
以
前
か
ら
江
府
小
学
校
の
校
庭
脇
に

あ
る
藤
棚
が
、
老
朽
化
の
た
め
支
柱
の

補
修
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
支
柱
の
回
り
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
流
し
込
ん
で
補
修
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
子
ど
も
達
が
安
心
し
て
藤
棚
の

下
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

【
通
学
支
援
】

■
江
府
小
学
校
　
下
校
見
守
り

　
四
月
当
初
、
通
学
路
に
ま
だ
不
慣

れ
な
新
入
生
の
た
め
に
、
下
校
時
間

に
合
わ
せ
て
横
断
歩
道
や
バ
ス
停
な

ど
に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
十
四
日
間

安
全
指
導
や
見
守
り
活
動
を
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

【
学
校
行
事
支
援
活
動
】

■
江
府
小
学
校
　
運
動
会
事
前
指
導

　
運
動
会
に
全
校
で
踊
る
「
裏
大
山
小
唄
」
を
指
導
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
て
い
ね
い
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
お
陰
で
、
初
め
て
踊
っ
た

子
ど
も
達
も
、
す
ぐ
に
覚
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
江
府
小
学
校
　
五
年
生
行
事
（
稲
刈
り
）
支
援

　
五
年
生
が
五
月
に
植
え
た
苗
が
大
き
く
成
長
し
、
稲
刈
り
を
し
ま

し
た
。
稲
刈
り
を
し
た
後
に
、
子
ど
も
達
に
お
に
ぎ
り
を
食
べ
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
お
に
ぎ
り
作
り
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

稲
刈
り
で
疲
れ
た
子
ど
も
達
は
、
お
い
し
そ
う
に
お
に
ぎ
り
を
ほ
お

ば
っ
て
い
ま
し
た
。

【
読
書
支
援
活
動
】

■
江
府
小
学
校

　
読
み
聞
か
せ
・
昔
語
り

　
毎
週
木
曜
日
・
朝
読
書
の

時
間
に
合
計
二
十
三
回
来
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
毎
回
違
う
学
年
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
に
合
っ
た
お
話

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ど

の
学
年
の
子
ど
も
達
も
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

〔児童の感想〕
　3時間目におどりをしました。
曲名は「裏大山小唄」でした。
初めてだったので全然分かりま
せんでした。でも先生のお手本
を見ながらがんばりました。だ
いぶできるようになったけど、
まだ完ぺきではないので、明日
完ぺきにマスターしたいです。

〔児童のお礼の手紙〕
　ブルーベリーをとらせてくださ
ってありがとうございます。おか
げでおいしいブルーベリーがとれ
たと思います。いろんなしゅるい
があったけど、どれもおいしかっ
たです。土曜日にジャムを作って、
パンにつけて食べたらおいしかっ
たです。一人でたべきれないほど
とりました。小原のみなさんがい
っしょうけんめい作ってください
ました。たくさんとれて楽しかっ
たです。
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全国健康保険協会（協会けんぽ）鳥取支部からのお知らせ

平成２３年３月分（４月納付分）から
　　　　　　　　健康保険料率が変わります。

現　　　行 平成２３年３月分（４月納付）から

９．３４％ ９．４８％

　非常に厳しい経済状況の中、加入者の皆様の医療と健康を支えるため、事業主・加入者の皆様にはこのよう

なご負担をお願いせざるを得なくなりました。

　協会けんぽ鳥取支部の保険料率は、平成２３年３月分（４月納付分）から変更されることとなり、現行

の９．３４％から９．４８％に改定されます。協会けんぽ鳥取支部における平均的な給与（約２４万円）の場合、

月あたりの本人負担は　１６８円増え１万1,376円、４０歳から64歳までの方（介護保険料含む）は180円増え1万

3,188円となります。何とぞご理解ご協力いただきますようお願い申し上げます。

　また、介護保険料率についても、本年３月分から１．５０％から１．５１％となり、４０歳から６４歳までの方（介護

保険第２号被保険者）は、健康保険料率に介護保険料率１．５１％が加わります。

　協会けんぽ鳥取支部では、皆様の健康保持・増進のための取り組みを推進するとともに、国に対しさらなる

国庫補助の増額などを求めていきます。地域の医療費適正化の対策、健診・特定保健指導実施率の向上、

現金給付適正化の対策、ジェネリック医薬品の使用促進など加入者や事業主の皆様のご負担の軽減に向け、

今後とも職員一丸となって鋭意努力してまいりますので、何とぞご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

＜「協会けんぽ」とは？＞

　正式名称は、全国健康保険協会といい、平成２０年１０月に設立されました。前身は、「政府管掌健康保険」

（政管健保）であり、社会保険庁が運営していましたが、平成１８年の健康保険法の改正によって、社会保険庁

に替わり全国健康保険協会が、おもに中小企業で働く会社員とその家族が加入する健康保険制度を運営し

ています。全国に支部を設けており、保険料も都道府県ごとに設定されます。

全国健康保険協会
協 会 け ん ぽ

協会けんぽ鳥取支部　（担当：企画総務グループ）

　　○住　所　鳥取市扇町５８番地ナカヤビル４階

　　○電　話　（０８５７）２５－００５１

　　○時　間　午前８時３０分～午後５時１５分

【問い合わせ先】
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農業委員会総会（2月）

審議案件

１）農用地利用集積計画について　　　　3件

２）平成23年春の農作業標準賃金の決定

　農地の売買・貸借・転用など農地に関して日頃困っ
ておられる事や疑問に思われている事を農業委員が受
付けます。お気軽にご相談ください。

◎相談日 平成23年3月31日（木）午後1時30分から
　　　　 山村開発センター

農地相談会のご案内

田の畦草刈りを楽にしましょう
平成23年 春の農作業標準賃金

　農業委員会では平成23年春の農作業標準賃金を下表の通
り決定しました。
 この賃金は江府町の標準賃金ですが、水田、地域の条件に
より相互間で話し合って決定してください。

区　　　分 標準賃金（税なし） 備　　　　考

田

　植

機

　
　
　械

手 植

機 械 植

耕 起

荒 お こ し

荒 が き

代 か き

荒 代 が き

一 般 農 作 業

7,000円

6,000円

6,000円

6,000円

5,000円

6,000円

7,500円

7,000円

1日8時間の賄いなし

ディスクロータリー

ほ場整備済田（10a当たり）

（荒かき・代かき同時作業）

1日8時間の賄いなし

ほ場整備済田・すみ植えなし
（10a当たり）

＊水田・地域の条件等により、これを基準に相互間で話し
合って料金を決定してください。

＊これは、消費税を含まない金額です。

　水田の畦草刈りは、農家にとって悩みの種です。
　平成18年度から畦草を芝に変える取り組みを
行っていますが、今年も引き続きこの取り組みを行
いますので、一人でも多くの方の挑戦を期待してお
ります。
　具体的には、畦に除草剤をまき、センチピートグ
ラス（ムカデ芝）の苗を種から栽培又は苗を購入
して植栽するものであります。畦を芝で被覆させ
畦草刈作業が軽減されます。
　新規に挑戦されたい方・今年も取り組みたい方は、
3月22日（火）までに農業委員会事務局にお申し
込みください。

●費　用（原材料費）
　（1,000㎡当り：法面 1.6m×625m）
　種子から育苗する場合            3万円程度
　苗購入した場合　　　　  10万3千円程度
●申し込み先
　農業委員会事務局（山村開発センター内）
　　電話 75－3222

農業委員会だより農業委員会だより農業委員会だより
パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記

　
　
　
　講
習
会
を
開
催

　一
月
二
十
六
日
か
ら
江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー

で
、
農
業
経
営
改
善
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に

パ
ソ
コ
ン
農
業
簿
記
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　こ
の
講
習
会
で
は
、
毎
年
、
県
農
業
会
議
、
日
野

農
業
改
良
普
及
所
の
方
々
か
ら
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的

知
識
、
日
々
の
売
上
げ
（
収
益
）
、
仕
入
れ
（
費

用
）
な
ど
を
入
力
し
て
い
く
と
自
動
的
に
貸
借
対
照

表
や
決
算
書
な
ど
財
務
諸
表
が
出
来
る
ま
で
指
導
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　参
加
者
十
三
名
の
皆
さ
ん
は
寒
風
の
中
、
真
剣
な

ま
な
ざ
し
で
取
組
ん
で
お
ら
れ
、
大
倉
幸
子
さ
ん

（
宮
市
原
）
は
、
「
今
ま
で
は
手
作
業
で
農
業
簿
記

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
を
親
切
に

根
気
よ
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
自
信
も
で
き
ま
し

た
」
と
笑
顔
の
感
想
で
し
た
。

　な
お
三
月
二
日
で
講
習
会
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

ぜ
ひ
、
こ
れ
を
機

会
に
簿
記
の
知
識

は
無
く
て
も
パ
ソ

コ
ン
で
農
業
経
営

を
し
て
み
た
い
と

考
え
て
お
ら
れ
ま

す
方
は
次
回
ご
参

加
の
程
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

親
切
に
指
導
さ
れ
る
状
況

▲
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3月の本棚3月の本棚3月の本棚 ♪江府町立図書館♪開館時間
　平日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30
TEL：75-2005～町立図書館より～

○読書

　本に埋もれて眠りたい／桜庭一樹

○教訓・哲学

　成功をめざす人に知っておいてほしいこと／リック・ピティーノ

　「あかん人」なんて絶対いない／村瀬明道尼

○歴史

　カミ観念と古代国家／広瀬和雄

○社会

　無縁社会／NHK「無縁社会」プロジェクト取材班

　刑務所の中の中学校／角谷敏夫

○生物学・医学

　クジラは海の資源か神獣か／石川創

　天才が語る／ダニエル・タメット

○農林業

　いま里山が必要な理由／田中淳夫

○小説

　月と蟹／道尾秀介

　漂砂のうたう／木内昇

　苦役列車／西村賢太

　きことわ／朝吹真理子

　秘密のスイーツ／林真理子

　私のおとぎ話／宇野千代

　叫びと祈り／梓崎優

　伏／桜庭一樹

　マチルダの小さな宇宙／ヴィクター・ロダート

　いちばんここに似合う人／ミランダ・ジュライ

○郷土

　満蒙開拓と鳥取県／鳥取県立公文書館

　がんばれ!! 鳥取FC（鳥取聾学校写真作品集）

　大山領の札所／千田明

　お手紙カフェ／米子青年会議所

○エッセイ

　老いの才覚／曽野綾子

　３６５２／伊坂幸太郎

○文庫

　永遠の０(ゼロ)／百田尚樹

　白銀ジャック／東野圭吾

○ヤングアダルト(※小学校高学年〜高校生向き図書)

　バリスタ少女の恋占い／クリスティーナ・スプリンガー

　ゴーストハント【１・２】／小野不由美

○児童

　シノダ！時のかなたの人魚の島／富安陽子

　餃子のひみつ／佐藤守

　働く人たちのひみつ【みんなを守る労働組合】／たまだ まさお

○絵本

　あなたがだいすき／鈴木まもる

　ぎゅっ／ジェズ・オールバラ

　ちょうどいいよ／竹下文子

　てんのおにまつり／宮崎優

　トンノのひみつのプレゼント／田中きんぎょ

　月夜のみみずく／ジェイン・ヨーレン

　そらをとぶふね／西郷竹彦・再話

書架の移動・整備を行うため、図書館を休館いたします。
防災・情報センターは開いていますが、図書館スペースへ入ることはできま

せん。貸出、館内閲覧（新聞・雑誌の閲覧もできません）、ＩＴルームの利用、

インターネットの利用など、休館期間中は図書館の全サービスが停止しま

すのでご注意ください。返却図書は、館外の返却ポストへお願いします。

利用者の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、何卒ご了承ください。

休館期間は、
3／9（水）～10（木）、
3／14（月）～18（金）です。
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★自衛官の幹部自衛官を目指すコース

★２０歳以上２６歳未満の方が対象（２２歳未満の方は、大学卒見込み者）

★大学院卒は、２８歳未満の方。

★受　付　平成２３年２月１日（火）～２３年５月６日（金）締切日必着

★試験日　平成２３年５月１４日（土）、１５日（日）

★各部隊の勤務を通じ曹（中堅）としての教育を受け、採用されて２年９か

　月後、選考により曹になります。その後に幹部自衛官になる道もあります。

★１８歳以上２７歳未満の方が対象

★受　付　平成２３年２月１日（火）～２３年５月６日（金）締切日必着

★試験日　平成２３年５月２１日（土）

一般幹部候補生（男・女）

一般曹候補生（男・女）

＜住居の災害復旧対策＞
　町では、このたびの豪雪による災害復旧のための豪雪災害支援金制度を設けています。
　支援の対象となるのは、居住している建物で倒壊や破損のため人命や建物に著しく、影響を及ぼす可能性が
高い建物です。
　支援金は、建物の撤去や復旧に緊急を要し、被害額（復旧にかかわる経費）が３万円以上の建物に対し、３
分の１を交付します。
　ただし、保険等から給付がある場合は、給付金額を控除した後の額（支援対象額）が３万円以上の場合とし
ます。
※　保険等から給付金がある場合は、被害額からその額を除き支援金額を決定します。
※　支援金は、住居２０万円、居住を伴う長屋などの付属屋１３万円が上限となります。
　支援金の交付対象になると思われる方は、災害届出書に被害状況のわかる写真を２～３枚添付のうえ、役場
総務課に提出してください。災害届出書は、役場、山村開発センター、防災情報センター、総合健康福祉セン
ターにあります。
●届出の締め切り　　平成２３年３月２２日（火）
●お問い合わせ先　　役場総務課（電話番号７５－２２１１）

＜園芸施設等に係る災害復旧対策＞
　このたびの豪雪被害に伴う園芸施設等の災害復旧に係る経費について、鳥取県と町による助成を行いますので、
該当の方は下記により連絡をしてください。
●対象となる災害　　平成２２年１２月３１日から平成２３年３月３１日までの積雪による被害。
●対象施設等　　　水稲育苗用、施設園芸、特用林産物ハウス、果樹棚、畜舎、堆肥舎及び果樹の樹体。
　　　　　　　　　　（販売を目的とした農産物の生産に係るものに限る。）
　　　　　　　　　　※農舎、作業用施設、資材倉庫などは対象外となります。
●そ　　の　　他　　補助金額、事業要件は対象施設等により異なりますので下記にお問い合わせください。
　　　　　　　　　　また、年度末の手続きとなりますので災害発見の際は速やかにご連絡願います。
●お問い合わせ先　　役場農林産業課（電話番号７５－３２２２）

くわしいお問い合わせは・・・
　自衛隊米子地域事務所　電話　０８５９－３３－２４４０
　米子しんまち　天満屋　北隣　ＹＮＴ第４ビル

採用区分名 各採用の特色
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都合により、日程が変更される場合があります。

行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間 行　　事　　名日 曜日 場　　所 時　　間

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

公民館講座（墨彩画）

ふれあいデー

広域隣保活動パソコン教室

公民館講座（ヒップホップ）

ふれあいデー

もの忘れ外来

広域隣保活動陶芸教室

江府小学校卒業式

公民館講座（フラダンス）

広域隣保活動陶芸教室

広域隣保活動カラオケ教室

春分の日

広域隣保活動パソコン教室

公民館講座（書道）

江府小学校、中学校終了式

犬・猫引取り（事前連絡必要）

公民館講座（写真）

国保保険証・高齢者受給者証配布

明徳学園終了式

公民館講座（グラスアート）

公民館講座（和紙折紙）

広域隣保活動カラオケ教室

子供の国保育園卒園式

農地相談会

防災・情報センター

子供の国保育園

本町五丁目集会所

防災・情報センター

子供の国保育園

江尾診療所

本町五丁目集会所

江府小学校

防災・情報センター

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

本町五丁目集会所

防災・情報センター

江府小、中学校

総合健康福祉センター

防災・情報センター

町内各公民館等

山村開発センター

防災・情報センター

防災・情報センター

本町五丁目集会所

子供の国保育園

山村開発センター

13：30～15：30

10：00～11：30

13：00～15：00

19：00～20：30

10：00～11：30

受付13：00～16：00

19：00～21：00

14：00～15：30

19：00～21：00

19：00～21：00

13：00～15：00

13：30～15：30

9：30

13：30～15：30

9：00～

10：00～

10：00～12：00

13：30～15：30

19：00～21：00

9：30～

13：30～16：00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

子供の国保育園

町内各公民館等

江府小学校

江府中学校

町内各公民館等

江尾診療所

江府小学校

町内各公民館等

総合健康福祉センター

町内各投票所

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（　７５－２６２４）へ連絡して下さい。

子供の国保育園入園式

狂犬病予防注射

江府小学校始業式

江府中学校始業式・入学式

狂犬病予防注射

もの忘れ外来

江府小学校入学式

狂犬病予防注射

ぼちぼち倶楽部

鳥取県知事・県議会議員一般

選挙投票日（予定）

10：00～

13：20～

13：20～

受付13：00～16：00

13：00～

13：30～15：30

7：00～18：00

（第1，4投票区20：00）

学校名、学年は応募があった平成21年度時点で掲載しています。

　ハローワーク根雨では、仕事に関する相談をお受けします。お気軽にご相談ください。
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～歳末たすけあい運動「灯油の宅配」をおこないました～

「江府町の豪雪復旧の支援に」と
　サントリー天然水株式会社から
　　　　　　寄付が届けられました。

鳥取県の話題を満載
県総合情報誌『とっとりＮＯＷ』
第８９号・３月１日発行）好評発売中

■取扱場所／県内の主な書店、役場など
■定価／１部300円（税込）
■発行／年4回（3，6，9，12月）
【問合せ先】
鳥取県広報連絡協議会（県庁広報課内）
電話番号 0857-26-7086

　本町の誘致企業であるサントリー天然水株式会社から「この

たびの冬の豪雪の復旧にお役立てください」と３００,０００

円の寄付が届けられました。

　本町では、豪雪緊急支援などの豪雪復旧に有効利用します。

　日本海と中国山地に抱かれた鳥取
県は滋味豊かな食材の宝庫。巻頭特
集では『食のみやこ』と称する理由と
魅力をたっぷり紹介します。
　一方特集では、今年３度目の春を
迎える『森のようちえん まるたんぼ
う』にスポットを当て、その活動を追
いました。

火災ゼロ継続日数

　　　　    107日　 （3月1日現在）

交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　 1,848日　 （3月1日現在）

町の人口
男
女

世帯数

3,500人
1,635人
1,865人
1,138世帯

(ー6)
(ー1)
(ー5)
(±0)

2月末現在（　）は前月比

人の動き

ご 寄 付

2月届
（敬称略）

◎見舞い返しとして

◎香典返しとして

伯耆町　奥田　　剛   父藤原義仁死去

御　机　川上　公明   祖母喜代子死去

大阪府　大庭　和義　父麻男死去

佐　川　⻆嶋　充人　母公子死去

佐　川　安部　四郎　兄一男死去

美　用　下垣　　充　本人退院

大河原　神庭　正子　本人退院

社会福祉協議会に次の方からご寄付を

いただきました。

（2月分）敬称略

（住所）　（氏名）　（年齢）（世帯主）

◎ごめい福を祈ります

御　机　川上喜代子　93歳　渚子

佐　川　⻆嶋　公子　89歳　充人

佐　川　安部　一男　87歳　四郎

荒　田　井上　照枝　90歳  あけみ

（住所）　　（氏名）  （性別）（保護者）

◎お誕生おめでとう

助　澤　加藤　朱理　 女 　健一

納付期限
　3月分
平成23年5月2日まで
　日本年金機構から送られている納付
書を添えて金融機関でお支払いください。
　なお、口座振替の方は、上記期限が振
替日です。

　江府町社会福祉協議会では、
寒い冬を少しでも温かく過ごし
ていただこうと、町内の80歳以
上の独り暮らしの方や、高齢者
のみの世帯（88世帯）に対して、
灯油の宅配を行いました。
 これは、11月6日実施のチャ

リティーバザーの収益金を活用させていただいたものです。
 ご協力いただきました町民の皆さまに厚くお礼を申し上げ
ます。
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　３月３日、子供の国保育園では、恒例となった「ひなまつりお茶会」が行われました。
　毎年、茶道を教わるのは年長の園児たちです。最初は、緊張していた園児たちも慣れてくるとお互い
にお茶をたてることに挑戦しました。中には先生に「上手にできました。」とほめられる園児も。
　お茶をいただくことに少し慣れた園児たちは、どこか頼もしく見えました。

子供の国保育園




